
山猫は家に帰るところだった。可愛い坊やの顔を思い
浮かべ、「いつも俺のことを『父ちゃんってすごいよね』
って言うんだよな」
山猫が岩場を通ったとき、子ネズミが岩の陰に隠れた
つもりで張り付いている。「もし、お前が僕を食べよ
うとしたら、僕の父ちゃんがお前を許さないぞ」
そのとき、岩が崩れて、穴からよれよれのネズミが現
れた。
怯えながらも息子を守ろうとするお父さんネズミを見
て、山猫の気持ちはだんだん変わっていきます。大迫
力の「お父さん絵本」誕生！

エレジーは流れない（三浦しおん）

ブラザーズ・ブラジャー（佐原ひかり）

桜風堂夢ものがたり（村山早紀）

キャラ絵で学ぶ！豊臣秀吉図鑑（いとうみつる）

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№193

『あいたくなっちまったよ』
（きむらゆういち/作　
　　竹内通雅/絵　ポプラ社）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00
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心
の
ど
こ
か
で
、
転
ぶ
こ

と
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恥
ず
か
し
い
か
ら
転
ば
な

い
よ
う
に
…
と
し
て
い
る
自
分

に
は
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
意

識
を
無
く
す
の
は
な
か
な
か
難

し
い
で
す
が
、
小
学
生
と
練
習

し
て
、
い
っ
ぱ
い
転
ん
で
上
手

に
な
り
た
い
で
す
。
仕
事
も
転

ぶ
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
来
年
度

も
色
々
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

い
ろ
ん
な
学
び
と
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
ク
ロ
カ
ン
ス

キ
ー
と
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
！

　
こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
本

間
で
す
。
今
年
は
雪
が
よ
く
降

る
ね
と
ご
近
所
さ
ん
と
お
話
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
雪
か
き

と
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お
天
道
様
も
な
か
な
か
拝

め
ず
、
ず
ー
ん
と
重
く
暗
い
気

持
ち
に
な
り
、
雪
の
時
期
が
大

変
だ
と
は
こ
の
こ
と
か
と
。
そ

ん
な
な
か
、
最
近
ハ
マ
っ
て
い

る
こ
と
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「
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ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
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で
す
！

　
金
山
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
さ
ん
が
金
山
小
学
校

で
行
っ
て
い
る
「
木
曜
ど
う
で

し
ょ
う
」
で
、
金
山
小
の
児
童

と
初
め
て
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
を

体
験
し
ま
し
た
。
平
地
や
登
り

も
ス
イ
ス
イ
進
め
る
こ
れ
は
な

ん
だ
！
と
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き
ま
し
た
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ス
ポ

少
に
も
ま
ぜ
て
い
た
だ
き
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
人
生
で
２
回

目
の
ス
ポ
少
で
す
。
ま
さ
か
、

22
歳
に
な
り
ま
た
ス
ポ
少
で
何

か
に
熱
中
で
き
る
と
は
！

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
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る
こ

と
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
、
少
し

で
も
上
手
に
滑
れ
た
ら
嬉
し
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
小

学
生
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る

と
、
転
ん
で
な
ん
ぼ
！
転
ん
だ

分
だ
け
上
手
に
な
る
と
感
じ
ま

Facebookで活動
を発信していま
す！ぜひチェック
してください！

隊員　 本間　真生
まさき№７

金山の冬スポーツ、クロスカントリースキー

東京は、時折雪が舞うような一番寒い時期を過ぎ、少しずつ春の足音も、近づきつつあるように思える季節となりました。
金山の雪も少し溶けはじめる頃でしょうか。

2022年２月６日に役員会を開催しました。今回は、総会に向けた各種手配を、
各役員がそれぞれで推進出来るよう、役割分担の確認・調整を行ないました。
今後は、進捗のすり合わせや確認をより綿密に行ない、総会へ向けてさらに準
備を進めてまいります。

2022年のNHK大河ドラマの舞台となっている鎌倉。源頼朝や北条政子・
義時ゆかりの地。
東京からは１時間ほどで通勤圏内でもあり、休日には散策に訪れる観光
客であふれます。
この鎌倉の街は、鶴岡八幡宮から美しい砂浜が広がる由比ガ浜まで一直
線に若宮大路が走り、そこを中心に街並みが創られていきました。名所・
見どころ多数、１日では回りきるのが難しいくらいですが、また安心し
て旅行に出られるようになりましたら、訪れてみてはいかがでしょうか。

「東京金山コラム」Vol.14「鎌倉」

東京金山会事務所の最寄り・JR西日暮里駅付近

鶴岡八幡宮から若宮大路（左）　由比ガ浜海岸（右）

東京金山会通信 №35

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

『
ミ
カ
エ
ル
の
鼓
動
』

（
柚
月
裕
子
／
文
藝
春
秋
）

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ミ
カ
エ
ル
」

を
推
進
す
る
心
臓
外
科
医
・
西
條

と
、
ド
イ
ツ
帰
り
の
天
才
医
師
・

真
木
。
難
病
の
少
年
の
治
療
を
め

ぐ
り
二
人
は
対
立
。
そ
ん
な
中
、

西
條
を
慕
っ
て
い
た
若
手
医
師

が
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
。
あ
る

情
報
を
手
に
入
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は
、大
学
病
院
の
闇
に
迫
る
。

『
板
目
・
柾
目
・
木
口
が
わ
か

る
木
の
図
鑑
』

（
西
川
栄
明
／
創
元
社
）

色
味
や
木
目
が
わ
か
る
平
板
の
木

材
見
本
の
ほ
か
、
丸
太
を
輪
切
り

に
し
た
木
口
面
の
原
寸
大
写
真
や

樹
皮
の
様
子
ま
で
盛
り
込
ん
だ
こ

れ
ま
で
に
な
い
「
木
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」。
日
本
の
有
用
種
１
０
１

種
を
取
り
上
げ
、
１
つ
の
樹
種
に

つ
き
見
開
き
で
紹
介
。
木
を
愛
す

る
人
か
ら
木
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ま
で
、
木
材
加
工
や
材
料
選

び
に
も
役
立
つ
一
冊
。

＼今月は４冊！／
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１
・
２
年
生
と
ク
ロ
カ
ン
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キ
ー
の

履
き
方
か
ら
学
び
ま
し
た


